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剰余金の配当（中間配当）および年間配当予想の修正に関するお知らせ 

 
   当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり、2022 年９月 30 日を基準日とする剰

余金の配当（中間配当）額を決定いたしました。また、2022 年８月５日に公表いたしました 2023

年３月期の年間配当予想について修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．中間配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

（2022 年 8 月 5 日公表） 

前 期 実 績 

（2022 年３月期） 

基 準 日 2022 年９月 30 日 同左 2021 年９月 30 日 

１株当たり

配 当 金 
33 円 00 銭   34 円 00 銭 33 円 00 銭 

配当金総額 729,417,249 円 － 729,160,410 円 

効力発生日 2022 年 12 月１日 － 2021 年 12 月１日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．年間配当予想の修正の内容 

 １株当たり配当金（円） 

基 準 日 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

(2022 年８月５日公表) 
34 円 00 銭 33 円 00 銭 67 円 00 銭 

今回修正予想 － 33 円 00 銭 66 円 00 銭 

当 期 実 績 33 円 00 銭 － － 

前 期 実 績 

（2022 年３月期） 
33 円 00 銭 34 円 00 銭 67 円 00 銭 

※配当予想につきましては、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の配当は様々な要因により異なる可能性があります。また、2023 年１月１日に予定し

ている当社と伊藤忠製糖株式会社との経営統合による影響は織り込んでおりません。  



３．中間配当額決定および年間配当予想修正の理由 

  当社は、「資本政策の基本的な方針」において、中長期的に親会社所有者帰属持分当期利益

率（ＲＯＥ）向上を図り、成長投資と株主還元の充実を両立させることとしております。利益

配分につきましては、連結配当性向（ＤＰＲ）60％、または親会社所有者帰属持分配当率（Ｄ

ＯＥ）３％のいずれか大きい額を基準に配当を行い、このうち、第２四半期決算公表時におけ

る１株当たり年間配当予想額の 50％（１円未満切上げ）を１株当たり中間配当額としておりま

す。 

  

  本日、2023 年３月期 第２四半期決算短信において公表いたしましたとおり、2023 年３月期

通期連結業績予想を見直した結果、親会社の所有者に帰属する予想当期利益が減少したことに

伴い、年間配当予想額につきましては、前回予想の 67 円から１円減額の１株当たり 66 円とい

たします。 

 

 これにより、中間配当につきましては、１株当たり年間配当予想額 66 円の 50％（１円未満

切上げ）の 33 円を１株当たり中間配当額といたします。 

 （当社は、毎年９月 30 日を基準日として、取締役会の決議によって、会社法第 454 条第５項に

定める中間配当をすることができる旨を定款に定めております。） 

 

［１株当たり年間配当予想額の算定式］ 

 連結配当性向（ＤＰＲ）60％基準 

   期末基本的１株当たり予想連結当期利益 31.67 円の 60％＝20 円（１円未満切上げ） 

  親会社所有者帰属持分配当率（ＤＯＥ）３％基準 

   期末１株当たり予想親会社所有者帰属持分 2,179.30 円の３％＝66 円（１円未満切上げ） 

 親会社所有者帰属持分配当率（ＤＯＥ）３％基準 66 円の方が大きいため、66 円を１株当たり

年間配当予想額といたします。 

 

 

以 上 


